
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　高い切断精度及び切断効率を得ることができ

、このために必要なエネルギーや切断工具の停止時間を

増大させる必要のない装置を提供する。

【解決手段】　裁断すべき側縁部を先にして、固定の切

断カッタ３と、この切断カッタと円形の切断軌道１１上

で協働する循環するドラム７に固定された少なくとも１

つの相手カッタ５とから構成された切断装置６に供給さ

れる印刷製品２を裁断するための装置１において、相手

カッタ５の回転方向に対してほぼ横断方向に延在する切

断カッタ３が、相手カッタ５の切断軌道１１から構成さ

れたシリンダセクタ８のジャケットラインに沿って螺旋

状に延在する切断エッジ９を備え、この切断エッジが、

シリンダセクタ８のジャケットラインに沿って延在する

カッタシャフト１０に固定されていることによる。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 裁 断 す べ き 側 縁 部 を 先 に し て 、 固 定 の 切 断 カ ッ タ （ ３ ） と 、 こ の 切 断 カ ッ タ と 円 形 の 切
断 軌 道 （ １ １ ） 上 で 協 働 す る 循 環 す る ド ラ ム （ ７ ） に 固 定 さ れ た 少 な く と も １ つ の 相 手 カ
ッ タ （ ５ ） と か ら 構 成 さ れ た 切 断 装 置 （ ６ ） に 供 給 さ れ る 印 刷 製 品 （ ２ ） を 裁 断 す る た め
の 装 置 （ １ ） に お い て 、
　 相 手 カ ッ タ （ ５ ） の 回 転 方 向 に 対 し て ほ ぼ 横 断 方 向 に 延 在 す る 切 断 カ ッ タ （ ３ ） が 、 相
手 カ ッ タ （ ５ ） の 切 断 軌 道 （ １ １ ） か ら 構 成 さ れ た シ リ ン ダ セ ク タ （ ８ ） の ジ ャ ケ ッ ト ラ
イ ン に 沿 っ て 螺 旋 状 に 延 在 す る 切 断 エ ッ ジ （ ９ ） を 備 え 、 こ の 切 断 エ ッ ジ が 、 シ リ ン ダ セ
ク タ （ ８ ） の ジ ャ ケ ッ ト ラ イ ン に 沿 っ て 延 在 す る カ ッ タ シ ャ フ ト （ １ ０ ） に 固 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 カ ッ タ シ ャ フ ト （ １ ０ ） が 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２ ） に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 カ ッ タ シ ャ フ ト （ １ ０ ） が 、 条 片 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２ ） が 、 シ リ ン ダ セ ク タ （ ８ ） に お い て 螺 旋 状 に 延 在 す る 切 断 エ ッ
ジ （ ９ ） に 応 じ て 上 昇 ／ 降 下 す る 切 断 カ ッ タ （ ３ ） を 固 定 す る た め の 固 定 面 （ １ ４ ） を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２ ） の 固 定 端 が 、 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 固 定 条 片 （ １ ５ ） に よ っ
て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 切 断 カ ッ タ （ ３ ） が 、 カ ッ タ シ ャ フ ト （ １ ０ ） の 背 面 に お い て 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２
） に お け る 基 準 ス ト ッ パ （ ２ １ ） に 対 し て 位 置 決 め 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 切 断 カ ッ タ （ ３ ） 及 び ／ 又 は 相 手 カ ッ タ （ ５ ） が 、 切 断 軌 道 （ １ １ ） に 沿 っ て 変 位 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 切 断 カ ッ タ （ ３ ） の 切 断 エ ッ ジ （ ９ ） が 、 硬 金 属 ブ レ ー ド に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 切 断 カ ッ タ （ ３ ） の 切 断 エ ッ ジ （ ９ ） が 、 切 断 軌 道 （ １ １ ） と は 反 対 に 面 し た 平 坦 な 側
で 再 研 磨 可 能 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２ ） が 、 相 手 カ ッ タ （ ５ ） の 回 転 軸 （ ４ ） を 中 心 と し て 旋 回 可 能 及
び 固 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 切 断 装 置 （ ６ ） が 、 回 転 す る 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） を 備 え 、 こ の 切 断 ド ラ ム に 、 少 な く と
も １ つ の 相 手 カ ッ タ （ ５ ） が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か
１ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 相 手 カ ッ タ （ ５ ） が 、 円 軌 道 （ １ １ ） に よ っ て 構 成 さ れ た シ リ ン ダ の ジ ャ ケ ッ ト ラ イ ン
あ る い は 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） の 回 転 軸 （ ４ ） に 対 し て 平 行 に 延 在 す る カ ッ タ エ ッ ジ を 備 え
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 相 手 カ ッ タ （ ５ ） が 、 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） の 回 転 軸 （ ４ ） に 対 し て 半 径 方 向 に 送 り 可 能
に 形 成 さ れ か つ 固 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か １ つ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 切 断 カ ッ タ （ ３ ） が 、 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） の 回 転 軸 （ ４ ） を 中 心 と し て 旋 回 及 び 固 定 可
能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） が 、 ド ラ ム （ ７ ） の ド ラ ム 底 部 （ ３ １ ， ３ ２ ） を 周 囲 に お い て 接 続
す る 、 回 転 軸 （ ４ ） に 対 し て 平 行 に 延 在 す る 複 数 の ク ロ ス メ ン バ （ ３ ３ ） に よ っ て 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ～ １ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 切 断 ド ラ ム （ ２ ２ ） の 内 側 に 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ （ １ ２ ） に 固 定 さ れ た 切 り 屑 を 収 容 す る
収 集 通 路 （ ３ ５ ） が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ ～ １ ５ の い ず れ か １ つ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 収 集 通 路 （ ３ ５ ） が 、 吸 引 装 置 と 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 裁 断 す べ き 側 縁 部 を 先 に し て 、 固 定 の 切 断 カ ッ タ と 、 こ の 切 断 カ ッ タ と 円 形
の 切 断 軌 道 上 で 協 働 す る 循 環 す る ド ラ ム に 固 定 さ れ た 少 な く と も １ つ の 相 手 カ ッ タ と か ら
構 成 さ れ た 切 断 装 置 に 供 給 さ れ る 印 刷 製 品 を 裁 断 す る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 段 で 説 明 し た 様 式 の 装 置 は 、 特 許 文 献 １ に 紹 介 さ れ て お り 、 こ の 装 置 の 場 合 、 循 環 す
る 複 数 の 送 り ユ ニ ッ ト か ら 成 る 送 り 装 置 に 供 給 さ れ る 印 刷 製 品 は 、 送 り 装 置 に 沿 っ て 配 設
さ れ た 切 断 装 置 を 通 過 し 、 そ こ で 、 固 定 の 又 は 循 環 す る カ ッ タ に よ っ て 縁 部 を 裁 断 さ れ 、
そ の 際 、 印 刷 製 品 の 向 か い 合 っ て 位 置 す る 側 で 、 送 り 装 置 の タ ク ト 内 で 回 転 す る よ う に 駆
動 さ れ る 、 印 刷 製 品 を 取 り 出 す た め の 設 備 を 構 成 す る 支 持 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 切 断 装 置 に は 、 切 断 品 質 、 切 断 効 率 及 び 切 断 工 具 の 停 止 時 間 に 関 す る 高 度 な
要 求 が 提 起 さ れ る 。
　 従 っ て 、 既 に 、 切 断 工 具 が 、 説 明 し た 従 来 技 術 の 場 合 の よ う に 、 全 切 断 長 さ に わ た っ て
切 断 結 合 に も た ら さ れ な い 場 合 か 、 も し く は 切 断 工 具 の 局 所 的 な 切 断 応 力 だ け が 予 定 さ れ
て い る 場 合 に 、 有 利 で あ る こ と が 分 か っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ス イ ス 国 特 許 第 ６ ８ ７ 　 ３ ７ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 高 い 切 断 精 度 及 び 切 断 効 率 を 得 る こ と が で き 、 こ の た め に 必 要 な エ ネ
ル ギ ー を 高 め 、 切 断 工 具 の 停 止 時 間 を 低 下 さ せ る 必 要 が な い 、 冒 頭 で 述 べ た 様 式 の 装 置 を
提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 課 題 は 、 相 手 カ ッ タ の 回 転 方 向 に 対 し て ほ ぼ 横 断 方 向 に 延 在 す る
切 断 カ ッ タ が 、 相 手 カ ッ タ の 切 断 軌 道 か ら 構 成 さ れ た シ リ ン ダ セ ク タ の ジ ャ ケ ッ ト ラ イ ン
に 沿 っ て 螺 旋 状 に 延 在 す る 切 断 エ ッ ジ を 備 え 、 こ の 切 断 エ ッ ジ が 、 シ リ ン ダ セ ク タ の ジ ャ
ケ ッ ト ラ イ ン に 沿 っ て 延 在 す る カ ッ タ シ ャ フ ト に 固 定 さ れ て い る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る
。 こ れ に よ り 、 こ れ ま で よ り も 静 か な 印 刷 製 品 の 裁 断 と 僅 か な 騒 音 を 、 要 求 さ れ る 装 置 部
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分 の よ り 僅 か な 負 荷 と 共 に 実 現 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 円 形 の 切 断 軌 道 に 関 し て 、 相 応 に シ リ ン ダ 形 の 切 断 カ ッ タ に お け る 表 面 が 維 持 さ れ 続 け
る 。 シ リ ン ダ 形 の 表 面 は 、 切 断 カ ッ タ の 切 断 エ ッ ジ の 後 方 へ と 延 在 し 、 切 断 カ ッ タ の カ ッ
タ シ ャ フ ト に お い て 終 了 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 簡 単 な 様 式 で 、 切 断 カ ッ タ を 再 研 磨 で き る よ う に す る た め に 、 カ ッ タ シ ャ フ ト が 、 カ ッ
タ キ ャ リ ヤ に 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ て い る 場 合 が 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 切 断 カ ッ タ は 、 ま さ に 、 カ ッ タ シ ャ フ ト が 条 片 状 に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 簡 単 に
取 外 し 可 能 で あ る 場 合 に 、 特 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し い こ と に 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ は 、 螺 旋 状 に 延 在 す る 切 断 エ ッ ジ に 応 じ て 上 昇 ／ 降 下
す る 切 断 カ ッ タ を 固 定 す る た め の 固 定 面 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 従 っ て 、 カ ッ タ キ ャ リ
ヤ に お け る 切 断 カ ッ タ の 正 確 な 位 置 が 保 証 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 有 効 な こ と に 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ の 固 定 端 は 、 取 外 し 可 能 に 固 定 さ れ た 固 定 条 片 に よ っ て
形 成 さ れ て お り 、 こ の 固 定 条 片 は 、 切 断 カ ッ タ の 組 立 て 及 び 取 外 し の 際 に 保 守 し 易 い こ と
が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 切 断 カ ッ タ の 第 １ の 実 施 形 の 場 合 、 切 断 カ ッ タ は 、 カ ッ タ シ ャ フ ト の 背 面 に お い て 、 カ
ッ タ キ ャ リ ヤ に お け る 基 準 ス ト ッ パ に 対 し て 位 置 決 め 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 切 断 カ ッ タ は
、 例 え ば 再 研 磨 の た め の カ ッ タ キ ャ リ ヤ の そ れ ぞ れ の 取 外 し に 応 じ て 、 再 び 元 の 位 置 に 固
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 切 断 カ ッ タ の 選 択 的 な 実 施 形 の 場 合 、 切 断 カ ッ タ は 、 切 断 軌 道 に 沿 っ て 変 位 可 能 に 配 設
さ れ て お り 、 従 っ て 、 例 え ば 研 磨 し た 後 、 元 の 切 断 位 置 へ と 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 切 断 カ ッ タ の 場 合 、 切 断 エ ッ ジ が 、 切 断 軌 道 と は 反 対 に 面 し た 平 坦 な 側 で 再 研 磨
す る こ と が で き 、 従 っ て 、 そ の 後 、 切 断 カ ッ タ の 特 殊 な 調 整 作 業 で な く 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ
の 調 整 が 必 要 で あ る 場 合 が 有 利 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 カ ッ タ キ ャ リ ヤ の 調 整 は 、 有 利 な こ と に 相 手 カ ッ タ の 回 転 軸 を 中 心 と し た 旋 回 運 動 に よ
っ て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 切 断 装 置 は 、 好 ま し い こ と に 回 転 す る 切 断 ド ラ ム を 備 え 、 こ の 切 断 ド ラ ム に 、 少 な く と
も １ つ の 相 手 カ ッ タ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 相 手 カ ッ タ の 切 断 エ ッ ジ が 循 環 方 向 に 対 し て 横 断 方 向 に 整 向 さ れ た 真 直 ぐ な 切 断 エ ッ ジ
を 備 え る こ と が で き る こ と に よ っ て 、 印 刷 製 品 の 裁 断 は 、 カ ッ タ エ ッ ジ の 全 長 で な く 、 切
抜 き の よ う に カ ッ タ エ ッ ジ に 沿 っ て 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 合 理 的 な こ と に 、 相 手 カ ッ タ は 、 切 断 ド ラ ム の 回 転 軸 に 対 し て 半 径 方 向 に 送 り 可 能 に 形
成 さ れ か つ 固 定 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 切 断 間 隙 の 調 整 は 、 切 断 カ ッ タ の 再 研 磨 を し な く て
も 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 切 断 位 置 で 切 断 カ ッ タ を 正 確 に 調 整 す る た め に 、 切 断 カ ッ タ は 、 切 断 ド ラ ム の 回 転 軸 を
中 心 と し て 旋 回 及 び 固 定 可 能 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 引 き 続 き 、 本 発 明 を 、 明 細 書 に 詳 細 に 説 明 さ れ て な い 全 て の 詳 細 に 関 し て 明 確 に 指 摘 す
る 図 面 に 関 連 し て 、 複 数 の 実 施 例 を 基 に し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び ２ は 、 印 刷 製 品 （ 図 ４ ） を 裁 断 す る た め の 装 置 １ へ と 内 蔵 さ れ た 切 断 カ ッ タ ３
を 示 し 、 こ の 切 断 カ ッ タ は 、 循 環 す る 相 手 カ ッ タ ５ （ 図 ３ 及 び ４ ） の 回 転 軸 ４ を 中 心 と し
て 回 転 し な い よ う に 配 設 さ れ て お り 、 こ の 相 手 カ ッ タ と 共 に 、 そ れ ぞ れ １ つ の 切 断 装 置 ６
を 構 成 す る 。 相 手 カ ッ タ ５ は 、 回 転 す る ド ラ ム ７ に 固 定 さ れ て お り 、 切 断 ド ラ ム ２ ２ を 構
成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 相 手 カ ッ タ ５ の 回 転 方 向 Ｆ （ 図 ４ ） に 対 し て ほ ぼ 横 断 方 向 に 配 設 さ れ る か 、 あ る い は 延
在 す る 切 断 カ ッ タ ３ は 、 相 手 カ ッ タ ５ の 円 形 の 切 断 軌 道 １ １ か ら 構 成 さ れ た シ リ ン ダ セ ク
タ ８ の ジ ャ ケ ッ ト ラ イ ン に 沿 っ て 延 在 す る 切 断 エ ッ ジ ９ （ 図 ６ も 参 照 ） を 備 え 、 こ の 切 断
エ ッ ジ は 、 シ リ ン ダ セ ク タ の ジ ャ ケ ッ ト ラ イ ン に 沿 っ て 延 在 す る カ ッ タ シ ャ フ ト １ ０ に 固
定 さ れ て い る 。 図 ６ に お け る カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ の 立 体 図 は 、 印 象 的 な 様 式 で 、 循 環 方 向
に 対 し て 直 角 に 配 設 さ れ て い る 循 環 す る 相 手 カ ッ タ ５ の 円 形 の 切 断 軌 道 １ １ に お け る カ ッ
タ エ ッ ジ ９ の 螺 旋 状 の 経 過 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 円 形 の 切 断 軌 道 １ １ は 、 捩 れ た 部 分 上 で シ リ ン ダ 形 の 領 域 と し て 存 在 し 、 切 断 エ ッ ジ ９
の 後 方 へ と 、 簡 単 な 段 付 部 を 捩 れ た 部 分 と 構 成 す る 切 断 カ ッ タ ３ の カ ッ タ シ ャ フ ト １ ０ に
ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 切 断 カ ッ タ ３ は 、 条 片 状 に 形 成 さ れ た カ ッ タ シ ャ フ ト １ ０ を 貫 通 す る ネ ジ １ ３ に よ っ て
カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ と 取 外 し 可 能 に 接 続 さ れ て お り 、 そ の 際 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ の 固 定
端 は 、 螺 旋 状 に 延 在 す る 切 断 エ ッ ジ に 応 じ て 上 昇 あ る い は 降 下 す る 固 定 面 １ ４ を 備 え る 。
固 定 面 １ ４ は 、 ほ ぼ 、 螺 旋 状 の 立 上 り に 応 じ て 傾 斜 さ せ ら れ て お り 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２
の 端 部 を 構 成 す る 固 定 条 片 １ ５ に 配 設 さ れ て い る 。 こ の 固 定 条 片 は 、 締 付 け ネ ジ １ ６ に よ
っ て サ ポ ー ト １ ７ に ネ ジ 固 定 さ れ て い る 。 切 断 エ ッ ジ ９ は 、 硬 金 属 カ ッ タ ブ レ ー ド に よ っ
て 、 又 は 硬 化 さ れ た ス チ ー ル か ら 構 成 す る こ と が で き る 。 再 研 磨 を す る た め に 、 切 断 カ ッ
タ ３ は 、 固 定 条 片 １ ５ か ら 取 り 外 さ れ 、 シ ャ フ ト 背 面 １ ８ で も っ て 研 磨 機 械 （ 図 示 さ れ て
な い ） の テ ー ブ ル 上 に 固 定 さ れ る 。 更 に 、 切 断 カ ッ タ ３ の 裏 側 １ ９ は 、 切 断 エ ッ ジ ９ の 再
研 磨 の た め に 研 磨 さ れ る 。 こ の 工 程 は 、 裏 側 １ ９ が カ ッ タ シ ャ フ ト １ ０ と １ つ の 面 を 構 成
す る ま で し ば し ば 行 な う こ と が で き る 。 カ ッ タ エ ッ ジ ９ の 再 研 磨 は 、 取 り 外 さ れ た カ ッ タ
キ ャ リ ヤ １ ２ 上 で 、 研 磨 機 械 に よ っ て 実 施 す る こ と も で き る 。 切 断 エ ッ ジ ９ の 再 研 磨 に よ
っ て 、 こ の 切 断 エ ッ ジ は 後 退 し 、 従 っ て 、 こ の 切 断 エ ッ ジ は 、 切 断 位 置 へ と 調 整 さ れ な け
れ ば な ら な い 。 こ の 目 的 の た め 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ は 、 軸 ４ を 中 心 と し て 旋 回 可 能 に 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 切 断 カ ッ タ ３ は 、 更 に ま た 、 カ ッ タ シ ャ フ ト １ ０ の 後 方 の 端 部 ２ ０ で も っ て 、 カ ッ タ キ
ャ リ ヤ １ ２ に 配 設 さ れ た 基 準 ス ト ッ パ ２ １ に 対 し て 位 置 決 め 可 能 で あ り 、 従 っ て 、 切 断 間
隙 の 調 整 の た め に い か な る 高 度 な 要 求 も な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 準 ス ト ッ パ ２ １ は 、 こ こ で は 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ の 端 部 を 構 成 す る 固 定 条 片 １ ５ に
存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ 及 び ４ は 、 フ レ ー ム ２ ３ 内 に 内 蔵 さ れ た 切 断 カ ッ タ ３ 及 び 循 環 す る 切 断 ド ラ ム ２ ２
を 有 す る 装 置 １ を 示 す 。 切 断 ド ラ ム ２ ２ は 、 フ レ ー ム ２ ３ の サ イ ド プ レ ー ト ２ ４ ， ２ ５ 内
に 正 確 に 軸 受 け さ れ て お り 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ は 、 軸 ４ を 中 心 と し て 変 位 可 能 に （ 締 付
け ブ ッ シ ュ で も っ て ） フ ラ ン ジ ２ ６ ， ２ ７ 内 に 軸 受 け さ れ て お り 、 こ れ ら の フ ラ ン ジ は 、
サ イ ド プ レ ー ト ２ ４ ， ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 切 断 ド ラ ム ２ ２ の 駆 動 は 、 ２ つ の 歯 車 ２ ８ ， ２ ９ か ら 成 る 中 間 軸 ３ ０ を 介 し て 行 な わ れ
、 こ の 中 間 軸 は 、 電 動 モ ー タ （ 図 示 さ れ て な い ） と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 切 断 ド ラ ム ２ ２ は 、 ケ ー ジ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 即 ち 、 ド ラ ム 底 部 ３ １ ， ３ ２ は 、 複 数
－ こ こ で は ６ つ － の 周 囲 に 配 分 さ れ て 配 設 さ れ た ク ロ ス メ ン バ ３ ３ に よ っ て 接 続 さ れ て い
る 。 ド ラ ム ７ の ク ロ ス メ ン バ ３ ３ に 、 相 手 カ ッ タ ５ が 、 ネ ジ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 切 断 ド ラ ム ２ ２ は 、 ド ラ ム 底 部 ３ １ ， ３ ２ に よ っ て 、 フ レ ー ム ２ ３ の サ イ ド プ レ ー ト ２
４ ， ２ ５ 内 に 軸 受 け さ れ て お り 、 そ の 際 、 ド ラ ム 底 部 ３ １ ， ３ ２ は 、 回 転 軸 ４ に 対 し て 同
軸 の 貫 通 孔 を 備 え 、 こ の 貫 通 孔 を 、 フ ラ ン ジ ２ ６ ， ２ ７ 内 に 軸 受 け さ れ て い る カ ッ タ キ ャ
リ ヤ １ ２ の 端 部 が 貫 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 相 手 カ ッ タ ５ は 、 図 ７ に よ れ ば 、 円 形 の 切 断 軌 道 １ １ に 対 し て 半 径 方 向 に 変 位 さ せ る こ
と が で き る か 、 も し く は 例 え ば １ ／ １ ０ ０ ｍ ｍ の 所 望 の 切 断 間 隙 で 調 整 す る こ と が で き る
。 相 手 カ ッ タ ５ が 切 断 カ ッ タ ３ の 切 断 エ ッ ジ ９ を 通 過 す る こ と に よ っ て 、 切 断 位 置 に お け
る 偏 心 誤 差 を 修 正 し 、 切 断 カ ッ タ ３ の 切 断 エ ッ ジ ９ か ら 、 ま た 相 手 カ ッ タ ５ の た め に 構 成
さ れ た そ れ ぞ れ の 切 断 装 置 ６ の た め の 所 望 の 切 断 間 隙 を 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の
た め 、 ク ロ ス メ ン バ ３ ３ の 長 さ に わ た っ て 十 分 で あ る 調 整 条 片 ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 こ
の 調 整 条 片 は 、 突 出 す る 縁 部 に お い て 、 相 手 カ ッ タ ５ に 作 用 す る 調 整 ネ ジ ３ ７ 及 び 相 手 ナ
ッ ト ３ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ 及 び ８ は 、 切 断 カ ッ タ ３ 及 び 相 手 カ ッ タ ５ の 配 設 あ る い は 切 断 装 置 ６ を 示 し 、 こ の
切 断 装 置 の 場 合 、 固 定 の 切 断 カ ッ タ ３ が 、 皿 頭 ネ ジ ３ ９ 及 び カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ 内 に 案 内
さ れ た ス ラ イ ド ピ ー ス ４ ０ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 切 断 カ ッ タ ３ の 再 研 磨 は 、 シ リ ン ダ
形 の 表 面 に お い て 行 な う こ と が で き 、 切 断 位 置 で の 調 整 は 、 ス ラ イ ド ピ ー ス ４ ０ 及 び 皿 頭
ネ ジ ３ ９ を 介 す る 切 断 カ ッ タ ３ の ス ラ イ ド を 介 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ド ラ ム 底 部 ３ ２ の 貫 通 孔 は 、 一 方 で 、 空 所 ３ ５ に よ っ て 形 成 さ れ た 軸 受 フ ラ ン ジ ２ ７ の
吸 引 チ ュ ー ブ ３ ４ と 、 他 方 で 、 吸 引 装 置 （ 図 示 さ れ て な い ） と 接 続 さ れ て い る 。 ド ラ ム 底
部 ３ ２ の 貫 通 孔 内 へ と 、 カ ッ タ キ ャ リ ヤ １ ２ の 下 に 配 設 さ れ た 収 集 通 路 ３ ５ が 合 流 し 、 こ
の 収 集 通 路 内 に 、 切 断 装 置 ６ に よ っ て 印 刷 製 品 ２ か ら 分 離 さ れ た 切 り 屑 が 収 容 さ れ 、 吸 引
装 置 に よ っ て 排 出 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 ３ に お け る 線 Ｉ － Ｉ に よ る カ ッ タ キ ャ リ ヤ を 経 る 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 研 磨 さ れ た 切 断 エ ッ ジ を 有 す る カ ッ タ キ ャ リ ヤ を 経 る 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ４ に お け る 線 Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ に よ る 印 刷 製 品 を 裁 断 す る た め の 装 置 を 経 る 縦 断
面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ３ に お け る 線 Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ に よ る 装 置 を 経 る 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ８ に お け る 線 Ｖ － Ｖ に よ る カ ッ タ キ ャ リ ヤ を 経 る 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 １ ， ２ ， ３ 及 び ４ に お け る カ ッ タ キ ャ リ ヤ の 立 体 図 を 示 す 。
【 図 ７ 】 図 ８ に お け る 線 Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ に よ る 切 断 装 置 を 経 る 横 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ７ に お け る 矢 印 Ｘ に よ る 切 断 装 置 に 対 す る 平 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 １ 　 　 　 装 置
　 　 ２ 　 　 　 印 刷 製 品
　 　 ３ 　 　 　 切 断 カ ッ タ
　 　 ４ 　 　 　 回 転 軸
　 　 ５ 　 　 　 相 手 カ ッ タ
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　 　 ６ 　 　 　 切 断 装 置
　 　 ７ 　 　 　 ド ラ ム
　 　 ８ 　 　 　 シ リ ン ダ セ ク タ
　 　 ９ 　 　 　 切 断 エ ッ ジ
　 　 １ ０ 　 　 カ ッ タ シ ャ フ ト
　 　 １ １ 　 　 切 断 軌 道
　 　 １ ２ 　 　 カ ッ タ キ ャ リ ヤ
　 　 １ ３ 　 　 ネ ジ
　 　 １ ４ 　 　 固 定 面
　 　 １ ５ 　 　 固 定 条 片
　 　 １ ６ 　 　 締 付 け ネ ジ
　 　 １ ７ 　 　 サ ポ ー ト
　 　 １ ８ 　 　 シ ャ フ ト 背 面
　 　 １ ９ 　 　 裏 側
　 　 ２ ０ 　 　 端 部
　 　 ２ １ 　 　 基 準 ス ト ッ パ
　 　 ２ ２ 　 　 切 断 ド ラ ム
　 　 ２ ３ 　 　 フ レ ー ム
　 　 ２ ４ 　 　 サ イ ド プ レ ー ト
　 　 ２ ５ 　 　 サ イ ド プ レ ー ト
　 　 ２ ６ 　 　 フ ラ ン ジ
　 　 ２ ７ 　 　 フ ラ ン ジ
　 　 ２ ８ 　 　 歯 車
　 　 ２ ９ 　 　 歯 車
　 　 ３ ０ 　 　 中 間 軸
　 　 ３ １ 　 　 ド ラ ム 底 部
　 　 ３ ２ 　 　 ド ラ ム 底 部
　 　 ３ ３ 　 　 ク ロ ス メ ン バ
　 　 ３ ４ 　 　 吸 引 チ ュ ー ブ
　 　 ３ ５ 　 　 収 集 通 路 、 空 所
　 　 ３ ６ 　 　 調 整 条 片
　 　 ３ ７ 　 　 調 整 ネ ジ
　 　 ３ ８ 　 　 相 手 ナ ッ ト
　 　 ３ ９ 　 　 皿 頭 ネ ジ
　 　 ４ ０ 　 　 ス ラ イ ド ピ ー ス
　 　 Ｆ 　 　 　 回 転 方 向
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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